


令和7年度 周南市男女共同参画委託事業から ワンポイント！

イライラと仲よくつきあおう

講師 周南公立大学総合教育部准教授

准教授 喜入 暁氏

指導する際の厳しい言い方や、楽しみにしていた物を勝手に食べられた経験など

から、人は我慢しようとしても怒りを感じてしまうことがあります。相手の意図

や理由が分からず、戸惑いが生まれることも少なくありません。怒りに対する考

え方は人それぞれで、多くの人は怒りを悪いものと捉えがちですが、怒りそのも

のに善悪はありません。

大切なのは怒りをどう意識し、どう扱うかであり、イライラしてもそれを爆発さ

せず、コントロールして適切な形で表に出すことは可能です。自分には怒りの感

情がないと思っていても、実は気づいていないだけの場合もあり、音楽など知ら

なかった対処法を試しながら、自分に合う方法を見つけていくことが重要です。

暮らしのすぐそばにあるDV
安心を取り戻すために社会ができること

DVは特別な家庭で起きる出来事ではありません。実は私たちの身近なところで起
きている社会的な問題です。統計では、女性の4人に1人がDVを経験し、そのう
ち10人に1人は繰り返し被害を受けています。6人に1人は命の危険を感じるほど
の暴力を受けたことがあるとも言われています。また、子どもの前で行われるDV
は児童虐待にあたり、子どももまた深い心の傷を負う被害者です。暴力のある家
庭では、周囲が介入することは難しく、被害は長期化しがちです。DVから逃れた
後も、離婚、就労、生活の立て直しには時間がかかります。だからこそ、安心と
尊厳を守れる「住まい」と継続的な支援が欠かせません。シェルターは、被害者
が再び自分らしい生活を取り戻し再出発できるよう丁寧に寄り添います。DVを
「個人の問題」とせず、社会全体で支える視点が、今、求められています。

令和7年度周南市男女共同参画セミナー

困難を抱える女性への
より良い支援を

男女共同参画推進員が結成した劇団Geebarsによる寸劇を披
露しました。家事と仕事を一人で抱え込んだ母が倒れたこと
をきっかけに、家族で「誰が何をするべきか」を話し合い、
少しずつ支え合う家庭へと変わっていく物語です。セミナー
では「寸劇の続きはどうなるか」をテーマに、参加者それぞ
れの経験を共有しながら、男女共同参画について考えました。

妻「私だって仕事よ。…少しは
手伝ってよ」
夫「早く飯にしてくれよ。俺は
仕事で疲れてるんだ。」

令和７年度ハートフル人権セミナー

『うちの夕ごはん会議』

子「あー、腹減ったー。母さん、
ご飯まだー？」
妻「もういやっ！私ひとりが全部
やるなんて無理！仕事して、家事
して、子どもの世話して、なんで
私ばっかり！」

子「母さん！？どうしたの！」
夫「おい、救急車を呼ぶんだ！」

怒りの認識チェックをしてみましょう
以下のチェックリストにチェックしてみてください。
あなたはいくつNOにチェックできますか？
解説を隠して答えてみてください。

妻「これからは、みんなで一緒に
頑張っていこうね」

【女性と子どもの人権を守り、誰もが対
等に生きられる社会を目指して、正井禮
子さんはDV被害者のためのシェルター
「六甲ウィメンズハウス」を開設しまし
た。】

怒って力ずくでなんとかしようとしても、状況は悪くなることが多いのです。人生の中で

嫌なことや、つらいことはたくさんあります。しかしそのつど、怒りに支配されてしまう

と、冷静な判断ができなくなるだけでなく、ふてくされて諦めてしまうこともあります。

怒りは人間関係が壊れてしまうくらいパワフルな感情です。アンガーマネージメントを実

践し、怒りの感情と上手く付き合えるようになると、怒りに支配されずに心豊かな生活と

人間関係を築けると言えます。 ※正解は、どれもNOです。

山口県にも一時保護所があります。       まずはこちらへ  周南市人権推進課男女共同参画室 TEL:0834-22-8205
一人で悩まずご相談ください。                         （緊急時は110番）

夫「俺も考えを改めるよ。家事
も育児も“家の仕事”。男とか
女とか、 もう関係ないな……」

男女共同参画
出前トーク申込受付中！

10人以上のご参加があれば、集会
所や自治会館、市民センターなど
へお伺いします。地域の集まりや
勉強会の場で、男女共同参画につ
いて楽しく学んでみませんか。

■お問合せ
周南市人権推進課 男女共同参画室
電話：（0834）22-8205 
Email:jinken@city.shunan.lg.jp
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